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20230425 ヒアリング資料１ 
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前回のヒアリング（2023/4/6）における質問一覧 
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質問①に対する回答 
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質問②に対する回答 
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以上を踏まえ、適合性資料の記載を以下に改める（青字が追記部分）。 

設置変更承認申請書の添付書類八の８－１－３－２節において、燃料要素は安全上の機能別
重要度分類としてＰＳ－３及びＭＳ－３に分類され、安全機能として、「炉心の形成」及び「放射
性物質の閉じ込め、遮蔽及び放出低減」が求められている。燃料要素は、さや管あるいは支持
フレームに装填されて使用されることから、炉心の形成のためには、さや管あるいは支持フレー
ムに装填不能なほど有意な変形等の損傷があってはならない。さらに、放射性物質の閉じ込め、
遮蔽及び放出低減のためには、燃料要素に有害な傷があってはならない。本申請の対象であ
る燃料要素は、運転により燃料要素に蓄積される核分裂生成物が僅少であり、運転後におい
ても燃料要素を直接取り扱うことが可能である。したがって、安全を確保する上で必要な機能の
確認をするための試験又は検査及びこれらの機能を健全に維持するための保守として、有害
な傷や損傷がないことを目視により実施することが可能である。 
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質問③に対する回答 
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以上を踏まえ、適合性資料の記載を以下に改める（青字が追記部分）。 

渡過渡変化時及び設計基準事故時において、影響を与えうると想定される環境条件としては、
当該燃料要素の温度上昇がある。設置変更承認申請書の添付書類八の８－１－３－２節にお
いて、燃料要素は安全上の機能別重要度分類としてＰＳ－３及びＭＳ－３に分類され、安全機
能として、「炉心の形成」及び「放射性物質の閉じ込め、遮蔽及び放出低減」が求められている。
燃料要素は、さや管あるいは支持フレームに装填されて使用されることから、炉心の形成のた
めには、温度上昇により、さや管あるいは支持フレームに装填不能なほど有意な変形等の損傷
が生じては、燃料要素は機能を発揮できなくなる。さらに、放射性物質の閉じ込め、遮蔽及び放
出低減のためには、温度上昇により、燃料要素に有害な傷が生じては、燃料要素は機能を発
揮できなくなる。それに対して、当該燃料要素における初期値25℃からの温度上昇の最大値は、
軽水減速炉心も含めて、固体減速炉心での運転時の異常な過渡変化における49.3℃（最大値
74.3℃）である。設置変更承認申請書の添付書類十の１０－１－１節において、運転時の異常

な過渡変化時において、燃料の許容設計限界を超えることなく事態が収束される設計であるこ
との判断基準として、燃料の最高温度が400℃を超えないこととしており、温度上昇の影響を受
けることはない。  
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質問④に対する回答 
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【軽水減速炉心】 
 軽水減速炉心における最大熱出力は100Wであり、設置変更承認申請書の記載にあるとお
り、核分裂生成物（FP）の蓄積が少ないため放射線の影響は低く、また、最高使用圧力は常圧、
最高使用温度は90℃（運転時の異常な過渡変化での温度上昇は最大でも約2℃以下）と低い。
そのため、評価計算書Aに示したとおり、圧力は常圧で使用し温度上昇が僅かなため影響はな
い。温度については、初期値25℃から温度上昇が2℃以下と低いため、異常をもたらすような熱
応力、ブリスタ（400℃を超えないことが基準）は発生しない。放射線については、照射によるス
ウェリングでの体積増加率dV/Vは と小さく影響はない。なお、使用する被覆材も、こ
れまでKUCAで約45年間使用していたものとほぼ同じアルミニウム合金であり、使用条件も変わ

らないため腐食のおそれはない。燃料要素には、「炉心の形成」及び「放射性物質の閉じ込め、
遮蔽及び放出低減」の機能が求められることから（設置変更承認申請書の添付書類八の８－１
－３－２節）、必要な物理的性質とは形状維持であり、必要な化学的低質とは耐腐食性である
考えられるが、以上のことから、運転時においても、物理的および化学的性質を保持できるもの
である。なお、材料検査、外観検査及び寸法検査を実施し、適切な材料及び構造であることを
確認する。 

以上を踏まえ、適合性資料の記載を以下に改める（青字が追記部分）。 
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【固体減速炉心】 
 固体減速炉心における最大熱出力は100Wであり、設置変更承認申請書の記載にあるとお
り、核分裂生成物（FP）の蓄積が少ないため放射線の影響は低く、また、最高使用圧力は常圧、
最高使用温度は90℃（運転時の異常な過渡変化での温度上昇は最大でも49.3℃）と低い。その
ため、評価計算書Cに示したとおり、 圧力は常圧で使用し温度上昇が僅かなため影響はない。
温度については、初期値25℃から温度上昇が最大49.3℃と低いため、異常をもたらすような被
覆材への影響、ブリスタ（400℃を超えないことが基準以下）は発生しないため、影響はなし。放
射線については、照射によるスウェリングでの体積増加率dV/Vは と小さく、影響はな
い。なお、使用する被覆材も、これまでKUCAで約45年間使用していたものとほぼ同じアルミニウ

ム合金であり、使用条件も変わらないため腐食のおそれはない。燃料要素には、「炉心の形成」
及び「放射性物質の閉じ込め、遮蔽及び放出低減」の機能が求められることから（設置変更承
認申請書の添付書類八の８－１－３－２節）、必要な物理的性質とは形状維持であり、必要な
化学的低質とは耐腐食性である考えられるが、以上のことから、運転時においても、物理的お
よび化学的性質を保持できるものである。 
 なお、材料検査、外観検査及び寸法検査を実施し、適切な材料及び構造であることを確認す
る。 



20 

質問⑤に対する回答 
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• 固体・軽水減速炉心用バードケージを水没させ、無限に配列（バードケージ単体に対する完

全反射境界条件） 
• 固体減速炉心用バードケージ：Ｋｅｆｆ＝０.４６６４５±０.０００３４ 
• 軽水減速炉心用バードケージ：Ｋｅｆｆ＝０.５２０７２±０.０００３６ 

• 水没・無限配列条件においても、クライテリアであるＫｅｆｆ＝０.９５と比べて、十分に小さい値 
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以上 




